
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本号では前号（Learning View Vol.3）の国語の実践紹介に続き、算数での実践を紹介し

ます。本号で紹介する実践は、上越教育事務所の指導主事が要請訪問先の先生方にご協力い

ただき、まなチャレ教材を使った模擬授業をさせていただいたものが基となっています。ど

のような視点を大切にして「まなチャレ教材」を活用したかを紹介します。 

 

単元名 １けたでわるわり算 ＊みんなと学ぶ小学校算数４年 学校図書株式会社 

【授業のねらい】 被除数を様々なまとまりで見ることができる。 

 

下の【図】のような 536まいの色紙を４人で同じ数ずつ分けます。筆算の中の「13」が表し

ているのは、次の図のどの部分のことですか。また、なぜそこをかこんだのですか。 

 

 

 

 

 

個人で考えた後、ペアを作り意見を交わしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Learning View
上越教育事務所 学校支援第２課 Ｒ７.８.28 

  

「まなチャレ教材」を活用し、児童生徒が主役の授業づくりを 

算数 小学校４年生 第 1回学習シートＡ 

 

【図】の１００のたばが１つと 10のたばが３つの部分をかこんだよ。 

あれ？私は１０のたばが１つと 1枚の色紙が３つの部分をかこんだよ。 

「13」の「１」は５つの 100 まいのたばを 4 人で分けたあとの残

りの１００まいのたば 1つ分を表していると思うよ。 

「１」は 100 まいのたばのことだったんだ。それなら「３」は？ 

「3」は５３６の十の位の「３」だから、【図】の中の１０のたばが

3つ分のところだよ。 

それで１００のたばが１つと 10のたばが３つの部分をかこむんだね。 



 

今回の教材は「筆算の仕方だけでなく、被除数を様々なまとまりで見ること」を大切にし

た教材です。学習が進むにつれ、筆算は計算をするためのツールとなっていき、子どもたち

が筆算の中の被除数をまとまりで見ることの大切さについて意識する場面は減っていくよ

うに感じます。だからこそ初めて除法の筆算の仕方について学習する小学４年生のこの時期

に、「13」が表しているものについて考える活動をとおして、除法の筆算の正しい理解につ

なげていきたいと考えます。 

前項の筆算の中の「13」は「13÷４＝３あまり１」と割り進めますが、これをただの「13

÷４の計算」に留めるのではなく、「130を 10のまとまり 13個とみて計算しており、計算の

結果は一人に 10のまとまりが 3個ずつ分けられて、10のまとまりが１個あまる」という数

のまとまりで見る視点も大切にして学習を進めていきます。筆算を使って計算ができるよう

に技能の面での指導が重要視されがちですが、今回の教材のような数を様々なまとまりで見

る視点についても丁寧に扱います。この“数のまとまり”を意識した学習はこの後の学習に

も生かされます。 

例えば．．．わり算のくふう 

3700÷500の計算 

  ○ 3700÷500＝７あまり 200 

  × 3700÷500＝７あまり２ 

＊みんなと学ぶ小学校算数４年 学校図書株式会社Ｐ.100 

筆算で０を消去して計算するとあまりは「２」のように間違った計算結果をとらえてしま

う子どもの姿を見かけますが、“数のまとまり”を意識した学習をしてきた子どもたちは、

「この２は 100のまとまりが２つであり、あまりは 200」という正しい捉え方をすることが

できます。まなチャレ教材を活用し、「被除数を様々なまとまりで見る」ことの授業に取り

組んでいただきたいと思います。 

「まなチャレ教材」実施後のポイント 

児童生徒の姿や振り返りの記述等から成果と課題を検証し、学びを次回の学習活動

にどのように生かしていくのかについて明らかにしていきます。その際、校内研修等を

活用して学校全体で授業改善を図ることも大切です。 

 【Ａ小学校の取組例】 

☆授業について職員全員で意見交換   ☆授業改善のポイントをたより等で共通理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひ「まなチャレ教材」を有効に活用することで対話のある学びを促進し、児童生徒

が主役の授業づくりの推進と確かな学力の育成をお願いいたします。 

被除数をまとまりで見ることの大切さに気付かせる課題 


